
2024 年度入学試験 社会 第１回 問題解説 

洗足学園中学校 

 

 

◎社会科の入試問題について 

１は地理分野、２は歴史分野、３は公民分野を中心に出題しており、各大問 25 点

ずつの配点としています。文章で答える論述問題では、部分点を設けています。 

 

 

１ 地理分野からの出題です。 

 

問１ ⑴ 正解は「フォッサマグナ」です。フォッサマグナは、本州のほぼ中央に存在 

する大陥没帯であり、ラテン語で「大きな溝」という意味です。 

 

⑵ 正解はＤです。「大井川」という部分が誤りです。 

 

問２ ［地図２］中の（ア）は、新潟県を示しています。 

 

 ⑴ 正解はＢです。島根県は、４県の中で最も人口が少ないため、Ａと判断 

できます。茨城県は、鹿島臨海工業地域を有しており重化学工業が発達し 

ているため、製造品出荷額等が多いＤと判断できます。新潟県は、稲作が 

盛んであり、製造業も盛んであるため、Ｂと判断できます。 

 

⑵ 正解はＤです。新潟県は、米の生産額が日本で最も多い都道府県であるた 

め、③と判断できます。青森県は、果樹生産が盛んであり、果樹は他の農産 

物と比べて生産単価が比較的高いです。したがって、生産農業所得が多い② 

を青森県と判断できます。 

 

問３ ［地図２］中の（イ）は、長野県を示しています。 

 

 ⑴ 正解はＣです。諏訪湖は、断層湖であり、中央高地にある諏訪盆地に位置 

しているため、湖面標高が高いです。Ａは田沢湖、Ｂは浜名湖、Ｄは琵琶湖 

をそれぞれ示したものです。 

 

⑵ 正解はＤです。長野県では、諏訪盆地周辺において情報通信機械や電子部 

品の生産が盛んです。したがって、情報通信機械や電子部品の割合が高い③ 

を長野県と判断できます。①と②は、ともに輸送用機械の割合が高いですが、 

広島県では、沿岸部で鉄鋼生産も行われています。したがって、鉄鋼の割合 

が高い②を広島県と判断できます。 



⑶ 正解はＥです。長野県は、降雪量が多いため、スキー場が多いです。また 

フォッサマグナ地域には火山列もみられるため、その地熱による温泉施設も 

みられます。したがって、スキー場と温泉施設の施設数がともに多い②を、 

長野県と判断できます。残りの２県のうち、兵庫県の北部は日本海側の気候 

に属し、冬の降水量（降雪量）が多いです。したがって、スキー場が存在す 

る③を、兵庫県と判断できます。 

 

問４ ⑴ 正解はＣです。［資料１］から、焼損した範囲は火元から北の方角に広が 

っています。したがって、南の方角から風が吹いてきたことが判断できます。 

 

⑵ ［資料３］から、糸魚川・静岡構造線に沿って谷地形が形成されてお 

り、その谷地形に沿って「蓮華おろし」という風が吹き降ろしていること 

が判断できます。また、［資料４］より、12 月 22 日は、気温が高くなっ 

ており、フェーン現象が生じていたと推測できます。「糸魚川・静岡構造 

線に沿って谷地形が形成されており、その谷に向かって高温乾燥の南風が 

吹き降りてくる。」といった内容の文章であれば正解とします。 

 

２ 歴史分野からの出題です。 

 

問１ 正解はＢです。Ａは旧石器時代について述べたものです。Ｃは「埴輪」、Ｄ 

は「主に青銅器製の農具」という部分が誤りです。 

 

問２ 正解はＡです。最澄没後、延暦寺という寺号が許されました。Ｂは「湯島聖堂」、 

Ｃは「石山本願寺」、Ｄは「藤原道長によって」という部分が誤りです。また、 

Ｂ～Ｄは時期も異なります。 

 

問３ 正解は「新井白石」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 

問４ ［資料］から「関銭」は通行料であることが読み取れます。「通行料である 

関銭の徴収を禁止することによって、流通や交通を活発化させるため。」とい 

った内容の文章であれば正解とします。 

 

問５ 正解はＣです。「武田信玄」という部分が誤りです。 

 

問６ 正解はＡです。大伴家持は８世紀に活躍した人物です。Ｂは 10 世紀、Ｃは 

13 世紀、Ｄは 18 世紀に成立したものです。 

 

問７ 正解はＣです。「幕府滅亡まで将軍不在のまま」という部分が誤りです。 

 



問８ ［資料１］中に「東海道」・「品川」の文字が確認できます。したがって、 

正解はＤです。 

 

問９ 正解はＤです。石油危機は 1970 年代、阪神・淡路大震災は 1990 年代の出来 

事です。 

 

３ 公民分野からの出題です。 

 

問１ 正解はＣです。国際連合憲章は、サンフランシスコ会議において採択されま 

した。 

 

問２ 正解は「習近平」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 

問３ 文章中に「（人口が）２位」とあります。したがって、正解は「インド」です。 

 

問４ 正解はＡです。Ｂは「原則公開」、Ｃは「任命」・「指名」、Ｄは「発議をす 

ることができる」という部分が誤りです。 

 

問５ 正解は「南南」問題です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 

問６ ［資料］①～④のうち、石炭の割合が最も多い④を中華人民共和国、原子力の 

割合が最も多い②をフランスと判断できます。したがって、正解はＫです。①は 

日本、③はロシアをそれぞれ示しています。 

 

問７ 正解は「ＷＨＯ」です。ＷＨＯは「世界保健機関」の略称です。 

 

問８ 正解はＤです。老齢年金の給付は、年金保険にあたり、社会保険に分類されま 

す。 

 

問９ 正解は順に、「ワーク」・「ライフ」・「バランス」です。「ライフ」・「ワ 

ーク」・「バランス」でも正解とします。 

 

問 10 条例の制定を求める直接請求について問うています。［資料］中に「独自の決 

まり」、「直接請求」とあります。条例の制定を求める直接請求をおこなう場合、 

有権者の 50 分の１以上の署名を集め、首長に請求します。したがって、正解は 

Ｆです。 

 

 

 



問 11 ［資料］中に「個々の利用者にとって望むと望まざるとにかかわらず、見たい 

情報が優先的に表示され、利用者の観点に合わない情報からは遠ざけられる」、 

「自身の考え方や価値観の「バブル（泡）」の中に孤立する」とあります。「自 

分にとって関心のない情報を見る機会が失われることにより、他の意見の存在に 

気が付かない」といった内容であれば正解とします。 


